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今月の特別月間

会員増強・
新クラブ結成推進月間

（心一つに）
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国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 ガバナー 脇　和也

【今月の表紙】

Governor's Monthly Letter

ガバナーメッセージ

　＜作者 北沢努（2011年）＞自分なりのダフネ（体が樹木に変貌した人間）を造形し、人間が自然と共生するイメージを表現しました。人間が動
植物のように森林に棲息するイメージで「森に棲む」というタイトルにしました。人間が立つ石の台座は広大な起伏のある大地をイメージしなが
ら造形しました。野外での展示を考慮し、遠方から眺めて人間の形が象徴的に見える「人」という形の枝に人間の頭部を構成してブロンズにしま
した。（宇部市HPより）

　国際ロータリーのオラインカ・ハキーム・ババロラ会長は
会員増強について２０３０年までに１２５万人という目標を
掲げています。と同時に「あなたの地区、あなたのクラブが
7 年から 9 年前で最も多かった会員数を目標にして下さい」
と協調しています。
　はて、なぜ７〜 9 年前なのでしょうか。最初にこのこと
を聞いた時、正直私には意味が良くわかりませんでした。そ
こで改めて２７１０地区の会員数の推移をみてみました。す
ると 7 年前の２０１９年をピークに毎年減っているではあ
りませんか。
　それが新型コロナ禍の影響であったことに気づくのに時間
は掛かりませんでした。思い出しました。２０２０年春以降、
私たちは満足に例会を開くことが許されませんでした。まし
てや会員増強の余裕もありませんでした。少なくとも２３年
５月にコロナが感染法上の２類から５類へ移行するまで、そ
んな状態が続きました。
　会員が減っていっただけではなく、それまでクラブ内に備
わっていた先輩会員らから受け継いだ増強のノウハウまで喪
失してしまったクラブもあったでしょう。そしてその影響は
おそらく今も続いているのでしょう、なかなか地区内では会
員が増えません。
　そこで私は皆さんに一つの提案を行いました。クラブの新
しい増強のノウハウとして戦略的オープン例会を開催するこ
とを推奨しました。当地区でもオープン例会は盛んに行われ
ています。ただ招待した会員候補者のうち入会に至ったのは
全体の４分の１ほど。４分の１は入会を拒否されています。
問題は残り５割です。例会に参加した後、入会するのかしな
いのか、うやむやになったままなのです。もったいないと思
いませんか。
　戦略的オープン例会は一言でいえばクラブリーダーや増強
委員長、または誘ったクラブ員など特定の人物だけが取り組

むのではなく、クラブ員全員が一丸となってもてなしの心で
入会を促し例会後も誘いの手を緩めない、そんな方法です。
3 月 PELS や４月のクラブ・リーダーシップ・ラーニングセ
ミナーで地区増強委員長などを通じて詳しくお話しさせてい
ただいています。また招待者１人につきオープン例会にかか
る経費に対する地区からの補助金も今年７月以降、従来の
２千円から 3 千円としました。積極的な利用をお願いします。
５月に嬉しいニュースが国際ロータリーの会員増強担当者か
らメールで配信されました。４月現在の世界のロータリア
ンが前年同期比で８４６人増の１１７万９３０人になった
とのレポートです。日本はもっと増えました。昨年４月の
８万５２９８人から 8 万６９３１人へと 1 年間で１６３３
人の増です。
　これまで定期的に届く同レポートはいつも減少また減少の
連続でした。まるで減るのが当たり前のようになっていたの
です。世界も日本もコロナ禍の後遺症から抜け出しつつある
のかもしれません。因みに当地区を含む西日本の１２地区で
構成される第３ゾーンは７地区で増加に成功し６９９人の増
となりました。残念ながら当地区は増加には至っていません
が、どうやらロータリーを取り囲む環境は会員増強へと転じ
る潮目にあるようです。私たちも増強のいい波に乗ろうでは
ありませんか。
　一方、新クラブ結成に関して当地区は前期、逆に 1 クラ
ブが終結して７１クラブとなりました。新たにクラブを立ち
上げるのは容易ではありません。ただ衛星クラブやローター
アクトを立ち上げたいというクラブもあります。いずれも
ロータリアンを増やすことに加えて将来的に新クラブ結成に
もつながる動きです。衛星クラブは８人集えば結成できます。
皆さんの地域にそのような可能性はないでしょうか。リサー
チしてみて下さい。

会員増強と新クラブ結成推進月間
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我がクラブの会長さん

山口南RC 東広島RC

頼れるエース
立川 宏治会長

塾長、会長になる
新山 晃規会長

可能性への挑戦
井上 哲也会長

岩国中央RC広島西南RC

児玉 栄威会長

刻石流水の人

　我が山口南ロータリークラブの新山会長は学習塾を経営
され、「人を育てること」を生業としておられます。
　塾では子どもたちに学ぶ喜びを伝え、クラブでは私たち
に奉仕の心を示してくださる、まさに“教育のプロ”です。
　そんな会長が掲げられた今年度のテーマは「日々是
新」。昨日と同じ今日ではなく、毎日を新たな気持ちで迎
え、挑戦と成長を積み重ねていこうという思いが込められ
ています。
　その情熱が時に溢れ出ることもありますが、そこは幹事
である私との連携でしっかりと支えてまいります。会長の
リーダーシップのもと、会員の皆様が楽しく活動できるク
ラブ運営に努めるとともに、実り多い一年となることを期
待しております。

　東広島ロータリークラブの会長は立川宏治さんです。広
告看板業を経営する傍ら、長年にわたり「酒まつり」をは
じめとする地域活動に積極的に携わり、地域の発展に貢献
してこられました。豊富な経験と温かな人柄で幅広い人脈
を築かれ、会員をはじめ多くの方々から厚い信頼を寄せら
れる、まさに頼れる存在です。
　今年度、クラブは創立４０周年という大きな節目を迎え
ます。立川会長は「親睦を力に、見える奉仕と持続する成
果を」を会長指針に掲げ、先輩方が築いてこられた伝統と
良き連帯感を大切に受け継ぎながら、新たな仲間を迎え入
れ、会員一人ひとりが楽しみと誇り、そしてやりがいを持っ
て活動できるクラブづくりを目指して一年を歩まれます。

　井上哲也会長は、土地家屋調査士として長きにわたり地
域社会に貢献され、高い知識と豊富な経験を活かし、公正・
誠実な業務を通じて多くの信頼を築いてこられました。ま
た、土地の境界を明確にする専門家である一方、ロータリー
では会員同士の心の境界までも取り払ってくださる温かい
リーダーです。
　本年度は、我がクラブの最大の課題である「会員維持・
増強」をテーマに掲げ、出会いを広げ、可能性を広げるべ
く、誠実かつ迅速に奔走されています。その卓越したリー
ダーシップと温厚なお人柄により、我がクラブを力強く導
いてくださるものと確信しております。

　我が広島西南ロータリークラブの児玉会長は不動産鑑定

士ですが、不動産業、宿泊業、飲食業と多岐にわたり事業

を展開されています。人柄は温厚で、「ありがとう」と「ご

めんなさい」が口癖の、周りに大変気を遣われる性格です。　

　そのため、先輩・後輩から慕われており、創立 40 周年

の会長に抜擢されました。記念事業にも会員が率先して協

力してくださるのは、ひとえに児玉会長の人柄によるもの

です。趣味は釣りで、忙しい合間に竿を垂らすのが楽しみ

とのことです。本年度は、児玉会長を中心に、楽しい一年

にしていきたいと思います。

3ガバナー月信

広島西南RC 幹事　尾﨑 順也 岩国中央RC 幹事　藤井 剛

山口南RC 幹事　金子 順一 東広島RC 幹事　井原 稔
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我がクラブの会長さん

福山RC

地域を支え、未来へ
山縣 賢一郎会長

萩RC

穏やかにして熱き人
河野 暢公会長

徳山東RC東広島21RC

織田 真澄会長

手をつないで、輪になる

　山縣賢一郎会長は、自動車整備会社を経営される傍ら、
萩商工会議所会頭として地域経済と社会の発展に尽力され
ています。気さくで細やかな心配りを欠かさないお人柄か
ら、ロータリーの会合でも自然と人が集まり、いつも談笑
の輪の中心におられます。
　数々の要職を務めながらも、趣味のゴルフを楽しみ、ご
家族との時間も大切にされるなど、その充実した日々の過
ごし方には感心するばかりです。
　本年度はクラブテーマ「未来のために今行動しよう」を
掲げ、2年後に迎える創立７０周年を見据え、会員増強と
組織改革に着実に取り組んでおられます。地域とクラブの
未来を見据え、力強く歩みを進める頼もしい会長です。

　会長の河田将人さんは、製材機械メーカーの代表取締役
社長です。厳しい経営環境の中で企業再建に尽力され、冷
静な判断力と地道な努力によって現在の経営基盤を築かれ
ました。
　2016 年に福山ロータリークラブへ入会し、地区青少年
交換委員会への出向経験もお持ちです。誠実で責任感が強
く、多くの会員から厚い信頼を寄せられています。私自身
も、河田会長の謙虚で実直な姿勢から学ぶことが多くあり
ます。懇親会では焼酎のお湯割りを片手に、会員との語ら
いを楽しまれる親しみやすい一面も魅力です。
　「奉仕」と「親睦」をクラブ運営の柱に据え、会員と共
に学び成長できるクラブづくりを目指されています。その
温かな人柄が、クラブをさらに魅力あるものへ導いてくれ
ることでしょう。

　会長は、ホテル経営と飲食業を手がけておられ、会合の
際には会として利用させていただくことも多く、おいしい
料理はもちろん、価格以上の行き届いたサービスにも定評
があります。また、お酒がお好きで、さまざまな銘柄にも
大変お詳しい方です。
　お人柄は穏やかで、話し方もとてもやさしい方ですが、
その内には熱い思いをお持ちです。特に、地域の高校野球
を盛り上げ、いつか甲子園へ出場させてやりたいという強
い願いを抱いておられます。その熱い思いを実現するため
にも、徳山東ロータリークラブ一同、会長を支えていきた
いと思います。

　我が東広島 21 ロータリークラブの織田会長は、謙虚で
親しみやすく、会員の声に耳を傾けてくださる方です。
　次年度のクラブテーマは「輪」。地区ガバナーテーマ「和
と絆」の「和」に音を掛け、車輪と人をつなぐリングの意
味を重ねられました。「東広島 21 の何よりの力は、皆さ
んの仲の良さ」と語られ、会員一同が手を取り合うクラブ
を目指しておられます。
　原ガバナー補佐のもと開催する IM も、会員全員で手を
つなぎ、成功へと導かれます。
　米山奨学生 2 名体制での支援や、外国人住民との交流
支援など、「輪」を広げる一年が始まります。

東広島２１RC 幹事　寄兼 千秋 徳山東RC 幹事　濱田 匠

萩RC 幹事　阿部 稔央

河田 将人会長

実直さと誠実さで信頼を集めるリーダー

福山RC幹事　喜多村祐輔
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我がクラブの会長さん

福山南RC呉東RC

共に重ねる歴史、共に紡ぐ伝統
大下 洋嗣会長

広島RC

華麗なステップで牽引
本田 祐二会長

福山丸之内RC

　後藤昇三会長は、県外へも先陣を切って駆けつける情熱
的な自動車販売会社の経営者です。同じ亥年の一回り先輩
でもあり、普段は温厚ながら、「最後はわしが責任を取る！」
という圧倒的な男気を備えた頼もしい存在です。
　今年度は、脇ガバナーの思いを汲み、入会歴の浅い会員
も気軽に楽しめるクラブづくりを力強く牽引されていま
す。その熱意に呼応して、各委員長も趣向を凝らした計画
を主体的に進めており、クラブ内はかつてないほどの活気
に満ちています。
　後藤会長の強力なリーダーシップと会員の抜群のチーム
ワークにより、福山南ロータリークラブにとって素晴らし
い一年となることを確信しています。

　今年度の大下会長は、会員一人ひとりに心を配り、誰と
でも分け隔てなく接する温かさで、多くの会員を自然と笑
顔にされる方です。周りにはいつも人が集まり、クラブ全
体が明るい雰囲気に包まれています。
　また、常に周囲への感謝を忘れない謙虚なお姿にも、そ
のお人柄が表れています。本年度のクラブ運営テーマは、
「共に重ねる歴史、共に紡ぐ伝統」です。これは、先輩会
員の皆様が築いてこられた歴史と伝統を大切に守りなが
ら、新たな時代へつないでいこうという強い思いが込めら
れています。
　大下会長は、その価値を次世代へ継承していく責任と使
命を常に意識されており、その思いを会員の皆さまと共有
しながら歩もうとされる姿勢に大きな魅力があります。幹
事として会長を支えることができることを大変光栄に思う
とともに、この一年が会員相互の絆をさらに深め、クラブ
の新たな歴史を刻む年度となることを確信しております。

　我がクラブの会長の平元会長は、普段は法廷で培った知

性と冷静な判断力で依頼人を支える弁護士。その一方で、

家では2人の娘さんを大切にしている娘ファーストのお父

さんです。いつも娘さんの居る時は目じりが下がって見え

ます(笑)。

　若さと行動力を兼ね備えたクラブ期待のリーダー。その

期待のホープ、平元会長がどのような一年を築いていくの

か…。幹事という立場で、会長の挑戦を一番近くで支え、

その活躍を見られることをとても楽しみにしています！

　当クラブが創立30周年の輝かしい節目を迎える今年度、
ガバナー補佐などを歴任された本田祐二会長が、2 度目の
会長としてクラブを牽引されます。
　弁護士である会長は、IT 化が進む中でも、直接面談に
よる生きた対話を重んじる温かいお人柄です。一方で、同
好会では華麗なルンバやチャチャチャを披露される活動的
な一面もお持ちです。
　成熟したクラブの次なるステージに向け、今年度のテー
マは「何か一つ新たなことにチャレンジを」。「自分を少し
変えられればクラブは変わる」と、会員一人ひとりの前向
きな挑戦を明るく呼びかけておられます。

福山丸之内RC 幹事　宍戸 宏規 広島RC 幹事　龍永 和成

平元 陽亮会長

若き知性が導く一年

呉東RC 幹事　森沢 真彩

後藤 昇三会長

漢気溢れる熱血リーダー

福山南RC 幹事　岸本 一彦
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我がクラブの会長さん

周南西RC

防府RC広島南RC

防府北RC

　今年度会長に就任された松永さんは、私がこのクラブに
入会した時から大変親しくしていただき、クラブ運営のノ
ウハウをご指導いただくだけでなく、対外的にも多くの
方々とのつながりを作っていただきました。
　普段はどちらかと言うと物静かな方ですが、クラブの活
性化に対しては常に中心的な役割を担ってくださる方であ
り、私も幹事として安心して仕事をさせていただける、頼
りになる先輩であると自慢できる人です。
　小さなクラブではありますが、会員同士の意思疎通を密
にし、心を一つにしていけば、必ずや大きな成果を上げら
れると信じています。その中心には、松永会長の存在があ
ります。静かなたたずまいの中にも揺るぎない信念と行動
力を備えた会長が、どっしりと構えながらクラブを導いて
くださる姿が、今から目に浮かんでおります。

　周南西RC第47代会長は、県東部を中心に事業を展開す
る石油販売会社の社長として、地域の産業と暮らしを支え
ておられます。明るく温厚な人柄で、誰とでも分け隔てな
く接し、多くの人々から厚い信頼を寄せられています。ま
た、優れた調整力と段取りの良さを発揮し、様々な事業や
活動を円滑に進める手腕にも定評があります。
　現在は周南市スポーツ協会会長として地域スポーツの振
興にも尽力され、健康で活力あるまちづくりに貢献されて
います。また、趣味のゴルフを通じて仲間との交流を深め
ながら、持ち前の行動力と親しみやすさで多くの人の輪を
広げておられます。

　今年は防府ロータリークラブ創立７０周年となります
が、この記念すべき年に会長に就任されたのが中谷泰会長
です。中谷会長は、地元では有名な料亭を経営されていま
す。職人気質のせいか言葉が直接的で、かなりトゲがあり
ますが、その反面、相手の様子を鋭く観察し、行動やサポー
トで温かさを示す、ツンデレのような人間味あふれる魅力
を持っています。
　今年度の会長所信では、「Deep Impact　ロータリーを
楽しみ、地域に活かす」を掲げられています。中谷会長な
らではの個性的なリーダーシップのもと、会員全員がロー
タリーを楽しみ、仲間との時間を大切にし、その力を地域
に活かしていくことができるよう期待しています。共に頑
張りましょう。

　中本会長の特徴を一言で表すなら、「誠実・慎重・総意」
です。会員一人ひとりの声に真摯に耳を傾け、本気で検討
する誠実さ、そして、クラブにとって何が最善かを模索す
る慎重さをもって、次年度への準備を進めてこられました。
　執行部の方針を決める際も、幹事や副幹事だけでなく、
関係する全ての人の考えを大切にし、それらを丁寧に集約
したうえで結論を導かれます。幹事としては、もう少し会
長ご自身の考えを前面に出されてもよいのではと思うこと
もあります。
　しかし、その姿勢こそが中本会長の信念なのでしょう。
誠実・慎重・総意という「３S 方針」こそが、会長の譲れ
ないこだわりであると感じています。この一年、私も幹事
として、その方針を支えながら共に歩んでまいります。

中谷　泰会長

言葉と行動のギャップ

防府RC 幹事　原 誉顕

中本 俊之会長

誠実・慎重・総意

広島南RC 幹事　河合  直人

松永 雅紀会長

静と動を兼ね備えた兄貴分

防府北RC 幹事　古谷 大志

藤井 秀尚会長

和気藹々

周南西RC 幹事　山﨑 昭義



7ガバナー月信

我がクラブの会長さん

呉RC

岩国西RC 光RC

元気いっぱいロータリー」を目指して

小野田RC

　白井会長は、製鉄機械を中心とする設備の修繕加工およ
び部品製作を行う、ものづくり企業の経営者です。経営理
念である『ものづくりを通して、「謙虚に」「素直に」
「前向きに」物事を考えることのできる人材の育成』のと
おり、謙虚で誠実、温和な人柄で、多くの会員から厚い信
頼を寄せられています。
　本年は創立４５周年を迎える節目の年であり、５０周年
に向けてさらなる飛躍を目指す大切な一年です。「伝統と
革新」―４５周年をみんなでお祝いしましょう！―のス
ローガンのもと、実直な人柄でクラブを力強く牽引してく
ださる会長とともに、青少年の活動支援を中心に、会員一
丸となって楽しく充実した一年を活動してまいります。

　我が呉ロータリークラブの佐々木英夫会長は、医療法人佐々
木内科・呼吸器科クリニックの理事長です。同クリニックは地
域住民から厚い信頼を集め、朝には開院を待つ患者の列ができ
るほどで、地域医療に大きく貢献しておられます。今期は、会
員一人ひとりに健康への関心を高めてもらい、生涯にわたって
ロータリー活動を続けてほしいとの願いから、「健康寿命の延
長を目指そう」をテーマに掲げられました。
　会長ご自身がその実践者であり、お洒落で若々しく、とても
傘寿を迎えられたとは思えません。ゴルフの腕前も一級品で、
数々の大会で優勝され、最近では「エイジシュート」も達成さ
れました。私も会長のように年齢を重ねたいと憧れており、今
期は自身の不健康な生活習慣を改めることを目標にしていま
す。温厚で気さくなお人柄は会員からの信頼も厚く、誰からも
親しまれています。佐々木会長のもとで、楽しく充実したクラ
ブ活動が展開されることを確信しています。

　岩国西ロータリークラブの茶藤淳一会長は、長年不動産
業を営まれる傍ら、自治会長を１４年、連合自治会長を3
年務められるなど、地域社会のリーダーとして活躍されて
います。
　趣味の書道には１０数年来親しみ、日々研鑽を重ねてお
られます。また最近はクラブのギター同好会に入会され、
新たな趣味として練習に励んでおられます。
　新年度のスローガンは「元気いっぱいロータリー」。
「会員が元気に集い、心から楽しいクラブにしたい」とい
う熱い思いのもと、力を合わせて活気あふれる一年をス
タートさせましょう。

　本年度会長を務められる中原斎香利会長をご紹介いたし
ます。
　入会１２年目を迎えた中原会長は、クラブが培ってきた
伝統を大切にしながら、変化を恐れず新たな挑戦に取り組
む行動力あふれるロータリアンです。若い会員や入会歴の
浅い会員が多い当クラブにおいて、一人ひとりが主体的に
参加し、楽しみながら活動できる環境づくりを進めておら
れます。
　また、女性会長ならではのしなやかな感性と確かな実行
力を備え、会員相互のつながりを深めながら、次代につな
がるクラブ運営を着実に進めておられます。
「参加して楽しいクラブへ」を掲げる中原会長のもと、会
員一人ひとりが輝き、活気あふれるクラブづくりが進めら
れることを大いに期待しています。

中原 斎香利会長

参加して楽しいクラブへ

小野田RC 幹事　福田 基博

佐々木 英夫会長

健康寿命延長の実践

呉RC 幹事　中野 誠吾

茶藤 淳一会長

岩国西RC 幹事　長畑 克典

白井 博之会長

「謙虚に」「素直に」「前向きに」

光RC 幹事　冨士岡 崇
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クラブリーダーシップセミナー報告

会員増強の重要性を再認識仕組み化と発信力強化が鍵

魅力あるクラブづくりの
一助に

委員長 大谷 英治
（宇部RC）

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度
 公共イメージ委員会

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度
 クラブ管理運営委員会

委員長 齋藤 博
（宇部RC）

代表幹事 作村 良一
（宇部RC）

危機管理と青少年保護

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度
地区危機管理委員会

委員長 小川 伸策
（宇部RC）

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度
会員増強委員会

　今回は「基本方針と公共イメージに関するアンケート結
果」について報告しました。
　地区および各クラブの現状を把握し、今後の情報発信と
公共イメージ向上の方向性を整理することが目的で、
１. ホームページ運営　２. Web会議　3. ロータリーの友
の活用　４. 電子媒体　５. 公共イメージ向上の取り組みに
ついてききだしたところ、今回のアンケートから見えたの
は、・ツールは整ってきている・しかし活用に差があると
いう現状です。
今後は「仕組み化」と「発信力強化」が鍵になることを共
有しました。
　後半は「知っていましたか？あなたは広報のプロなんで
す」というテーマで講師卓話を賜り、公共イメージの重要
性を再認識する貴重な時間となりました。

　今年度の基本方針である①会員増強、②女性会員の増
加、③会員の退会防止、④衛星クラブなどを活用した新ク
ラブの設立について、吉原久司カウンセラーより、戦略的
オープン例会の実施の秘訣を交えながら、一つひとつ丁寧
にご講演いただき、改めて会員増強の重要性を認識しまし
た。
　また、事前に各クラブへお願いして持参いただいた「戦
略的オープン例会１０のヒント」以外の効果的と思われる
施策や、自クラブの成功事例をもとにグループ協議を行い
ました。各クラブの実践例を共有することで、新たな会員
増強の手法を学ぶ有意義な機会となりました。
　今後は、今回寄せられた資料を取りまとめ、地区会員増
強委員会として戦略的オープン例会を推奨するとともに、
各クラブの会員増強活動の一助となれるよう微力ながら努
めてまいります。

　開会挨拶後、前後左右のメンバーと名刺交換を行い、ク
ラブの課題などについて意見交換しました。例会・親睦・
奉仕・女性会員増強・会費など、魅力あるクラブづくりに
ついて、長門・下関北・防府南・柳井西の各クラブより発
表いただきました。
　発表者は、長門RC青村修次氏、下関北RC山根康男氏、
防府南RC吉冨昌夫氏、柳井西RC秋田京子氏です。その後
の質疑応答・意見交換も大変参考になりました。
　続いて上田文雄カウンセラーの講演、そして脇ガバナー
エレクトから地区委員会方針の一つである「クラブの危機
管理運営体制確立の支援」について説明をいただきまし
た。他クラブとの情報交換を通じ、会員数や地域特性な
ど様々な違いがある中、魅力あるクラブづくりへの一助に
なったと思います。皆様お疲れ様でした。

　管理委員会副委員長の山内奈保子氏を講師に迎え、「危
機管理と青少年保護」をテーマにご講演いただきました。
　講演では、「なぜ今、危機管理が必要なのか」をはじ
め、不祥事やハラスメントがクラブや地区、さらにはロー
タリー全体の信用に影響を及ぼすことについて説明があり
ました。
　また、危機管理の基本的な考え方やクラブの危機管理体
制、実際の事例、青少年保護についても分かりやすく解説
いただきました。80分間の講演後には脇GEにも登壇いた
だき、質疑応答を実施しました。予定時間を超えるほど活
発な質問や意見交換が行われ、参加者の関心の高さがうか
がえました。
　危機管理と青少年保護の重要性を改めて認識する有意義
な機会となりました。
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クラブリーダーシップセミナー報告

米山奨学金制度の目的や
制度の独自性を確認

地区補助金の申請が数多く
寄せられることを祈念

青少年奉仕は
「未来への投資」

若手会員向けの経営塾の
開催と継続の大切さ

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度
 奉仕プロジェクト委員会

委員長 高井 信明
（宇部RC）

委員長 岡田 章
（宇部RC）

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度 
青少年奉仕委員会

国際ロータリー第2710地区　2024-27年度
米山記念奨学会委員会

委員長 廣田 昭
（広島南RC）

国際ロータリー第2710地区　2025-28年度 
ロータリー財団委員会

委員長 白石 民彦
（防府RC）

　地区内６０名弱の次年度クラブ米山委員長の皆さまにお
集まりいただき、奨学会制作の動画（１５分程度）視聴
や、米山記念奨学生 ホアン ウィ チョン（山口県立大学）
さんとカウンセラーの長沼幸忠さん（防府南RC）の体験
報告を通じて、当奨学金制度の目的や当制度の独自性を確
認しました。２０２６学年度の当地区は、世話クラブとし
て米山奨学生を受け入れているクラブ（２５クラブ）と、
受け入れていないクラブ（４６クラブ）に大別されます
が、地区目標平均寄付額である「１６,０００円／人」の
達成に向けて、各クラブのロータリアンの皆さまに米山奨
学事業への理解と協力をお願いしました。合わせて、米山
学友会（奨学金の支給を終了した米山奨学生は学友会の会
員となります）の説明も行い、学友会との連携の重要性も
確認しました。

　青少年奉仕部門では、RYLA、ローターアクト、イン
ターアクト、青少年交換について、テーブルごとに活発な
意見交換を行いました。RYLAについては、平和RYLAとと
もに、新たなテーマである「防災RYLA」を実践型研修と
して取り組むことへの期待が寄せられました。
　また、参加者からは、青少年奉仕は「未来への投資」で
あり、若者の主体性と行動力を育む機会が重要であるとの
認識が共有されました。全体の課題としては、ロータリー
クラブ会員の青少年奉仕への理解をさらに深める必要性が
挙げられました。
　今後も各プログラムの魅力発信とクラブ間の情報共有を
進め、「共に成長する仕組み」として青少年奉仕活動を推
進してまいります。

　日頃より、財団活動につきましてご理解とご支援を賜
り、感謝申し上げます。
　財団分科会では、次年度の財団運営における大きな変更
点である「地区補助金に関する指針」の改定、および新た
に追加された「環境分野」への理解を深めることを主眼と
いたしました。
　また、時間枠の半分を割いて、対話型の「RLI方式」に
よる研修を実施しました。一方通行の講義を排し、参加者
同士の活発な意見交換を通じて実務に役立つ気付きを持ち
帰っていただく試みは、昨年同様、大変好評で有意義な議
論の場となりました。
この新たな指針と対話の成果を糧に、次年度は指針改定へ
のご理解を深めていただき、環境分野をはじめとする地域
貢献活動において、各クラブから地区補助金の申請が数多
く寄せられることを祈念しております。

　クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー分科会におい
て各クラブから昨年度の事業実施状況と今年度の実施予定のア
ンケートの回答に基づいて奉仕プロジェクト委員会において選
考をさせていただいた３部門から事例発表をしていただきまし
た。
・社会奉仕部門「広島東RC 社会奉仕委員会の活動内容事例」
・職業奉仕部門「広島東RC 職業奉仕委員会の活動について」
・国際奉仕部門「広島東南RC 長い姉妹クラブとの交流を通じ　　
た国際奉仕と平和の祈り」
　「子ども食堂の運営や水と環境というテーマにロータリーと
して何が届けられるのか」、「若手会員向けの経営塾の開催」
「パールハーバーRCとの長年にわたる交流」などそれぞれの
部門でテーマを持たれることが活動を継続していくには大切で
あることがよくわかりました。今後とも奉仕活動へのご理解と
ご協力をお願いいたします。



10 Governor's Monthly Letter

委員長 金子 法子（宇部RC）
国際ロータリー第2710地区　2026-27年度　雑誌「ロータリーの友」

ロータリーの友 オリエンテーション報告

ロータリー財団 寄付のお願い

　財団への寄付は、「叶えたい未来を共に実現していくこと」につなが
ります。
■２０２６- ２７年度 地区ロータリー財団寄付目標
　年次基金　１５０ドル以上／１名あたり
　恒久基金　ベネファクター１名以上／クラブ、
　または１, ０００ドル以上／クラブ
　ポリオプラス　30 ドル以上／１名あたり
　年次基金への皆様からの寄付の半分は、３年後に「地区補助金」や「グ
ローバル補助金」として、私たちの地区に戻ってまいります。
　財団への寄付は、自分たちの手で地域社会や国際社会の課題を解決す
るための「未来への投資」となります。
■ポール・ハリス・ソサエティ（ＰＨＳ）に入会しませんか
　ＰＨＳとは、毎年１, ０００ドル以上を年次基金、ポリオプラス基金、
または財団が承認した補助金のいずれかに寄付してくださるロータリー
会員およびロータリー財団支援者を認証する制度です。
ＰＨＳに関する情報は、以下の URL をご参照ください。
https://www.rotary.org/ja/about-rotary/history/paul-harris-society
■ロータリーカードを利用して、ポリオプラスに寄付（利用額の０. ３％）

してみませんか
　オリコカード　　　https://www.orico.co.jp/merchant/rotary/
　ダイナースクラブ　https://www.diners.co.jp/ja/entry_form/lp/rotary/index.html

皆様のご協力をお願いいたします。
（ご参考）
ロータリー財団への寄付は、所得税や法人税、一部の自治体における住
民税などの優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。

●個人の寄付に対する優遇措置
1．所得控除
　寄付金から一定の基準額を差し引いた金額を、その年の「総所得金額」
から控除する方法です。
　高額納税者など、所得税率が高い方に有利となる場合があります。
2．税額控除
　寄付金額をベースに計算した控除額を、算出した「所得税額」から直
接差し引く方法です。
　多くの場合、所得控除より減税効果が大きくなります。ただし、控除
額は所得税額の 25％が上限。

　２０２６年３月１９日(木)、「ロータリーの友」地区代表
委員のオリエンテーショが、東京ビジョンセンター浜松町会
議室で開催されました。私は、仕事で現地参加はできなかっ
たため、後日「オンラインで拝聴させて」いただきました。
まず驚いたことは当日の膨大な資料とともに、現地で参加で
きなかった委員のために、すべての内容の音声録音も添付し
てあったことです。おかげさまで、委員の皆様のお顔を拝見
できなかったことは残念ではありましたが、すべての内容が
臨場感をもって理解でき、編集部の皆様の熱意を感じまし
た。
　先ず、ロータリーの友の役員の紹介、中川次期委員長から
の委員会の方針の説明があり、編集部より野崎編集長のご挨
拶がありました。その後行われたオリエンテーションでは、
地区代表委員の役割、レポートの書き方、アーカイブ・電子

版について、広告、編集部からのお願いについて各理事、編
集部より、レクチャーがありました。
　「ロータリーの友」はRIの機関誌として果たす役割は大き
く、各ロータリークラブが情報を共有し、地域社会におい
てのニーズや活動を知ることで我々ロータリアンひとりひと
りが自覚と誇りをもって活動する礎となるものです。そして
我々地区委員は、「ロータリーの友」を熟読、理解してガバ
ナーの意向に即した建設的な意見を発する使命があることを
肝に銘じました。
　今年度のガバナーは、我が宇部ロータリークラブの脇さん
が選出されていることもあり、クラブの名に恥じぬよう、こ
れから１年間、「ロータリーの友」を通してたくさんのこと
を学び、絆を結んでいきたいと思います。皆様、ご指導、ご
協力のほどをどうぞよろしくお願いいたします。

委員長 白石 民彦（防府RC）
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